






























































































































































































































すべく、時の将軍自らが多くの大名・家臣を伴って東照宮に詣でる大行事です。 「なぜ、筑波大学で日光か」とお思いのことと想像しますが、附属図書館には前身校以来、永々と築かれてきた膨大な資料群が継承されていま その中の一つが今回 中心的資料である「日光御参詣警固絵図」です。まずは、これらを収集し長期にわたり安定的に保存すると共に、研究資料として活用してこられ 本学の先輩諸氏に敬意を表したいと思いま そしてこれ の資料について、今再び新 な視点から研究がなされ、その成果が資料として図書館に収蔵される、 うした収集、保存、活用による知識再生産 循環 営みが図書館の存在意義の大きな部分であるといえます。　
本図録の三〇頁にも記したように、附属図書館では収蔵する古地図・絵図について計画的にデジタル化して公開してきています。本特別展
に出品した多くの は常時、高精細画像 電子 示でもご覧頂けますが、描き出された徳川将軍 威光を実物のみがもつ迫力でご堪能ください。特別展を大いにお楽しみいただき、筑波大学 有する伝統、研究領域の幅広さと奥行きの深さ、そして人材の豊富さを実感していただければ幸いです。　
なお、本特別展の会期 後半（一〇月一九日から一〇月三〇日まで）には、人文社会科学研究科との共催 よるもう一つの特別展「筑波大
学附属図書館所蔵連歌俳諧貴重書展」 を同時開催 ます。同時期に二 特別展 開催する は附属図書館として初めて 試みでありますが、どうぞ、あわせてご覧ください　　
収蔵資料に一層の幅と深みをもたせることは図書館の責務であることから、今後とも資料の充実に努める所存です。しかし、入手機会や資
金の制約があることも事実です。そこでこの場を借りて、教員や名誉教授、卒業生・留学生を含め 関係者 対し、図書寄贈 お願いを申上げます。図書館の機能強化のため 各位のご理解とご支援をお願 する次第です。　　　　　　　 　 　　　　 　　　　　　 　　
																																					　　
平成二一年十月





























　　 　 　 　　　　 　 　　　　　
	 平成二一年十月




























































































































































































































































元和 3年 (1617)	4 月 12 日〜 22日 秀忠 第３回御神忌，東照社遷宮
							5 年 (1619)10 月 13 日〜 20日 秀忠●
							8 年 (1622)	4 月 12 日〜 20日 秀忠 第 7回御神忌
							9 年 (1623)	4 月 13 日〜 22日 家光＊●
寛永 2年 (1625)	4 月 家光▲ 将軍就任報告，眼病のため延期
																											7 月 13 日〜 20日 家光 将軍就任報告
								5 年 (1628)	4 月 13 日〜 21日 秀忠※ 第 13回御神忌
																						4 月 22 日〜 5月 1日 家光 第 13回御神忌
　				6 年 (1629)	4 月 13 日〜 21日 家光 疱瘡快癒の立願
								9 年 (1632)	4 月 13 日〜 21日 家光 第 17 回御神忌，秀忠服喪
のため今市宿泊
						11 年 (1634)	9 月 13 日〜 20日 家光 上洛報告
						13 年 (1636)	4 月 13 日〜 22日 家光 第 21回御神忌，本社造替
						17 年 (1640)	4 月 13 日〜 23日 家光 第 25回御神忌
						19 年 (1642)	4 月 13 日〜 22日 家光 第 27回御神忌，奥院造替
慶安元年 (1648)	4 月 13 日〜 23日 家光 第 33回御神忌，宮号宣下後初
　			2 年 (1649)	4 月 10 日〜 23日 家綱＊
万治 3年 (1660)	4 月 家綱▲
寛文 3年 (1663)	4 月 13 日〜 24日 家綱 大猷院第 13回忌
								7 年 (1667)	4 月 家綱▲ 大猷院第 17回忌
天和 3年 (1683)	4 月 綱吉▲ 大猷院第 33回忌
元禄 10年 (1697)	4 月 綱吉▲
正徳 5年 (1715)	4 月 家宣▲ 第 100 回御神忌，将軍急逝
享保13年 (1728)	4 月 13日〜 21日 吉宗
安永元年 (1772)	4 月 家治▲
								5 年 (1776)	4 月 13 日〜 21日 家治
文政 8年 (1825)	4 月 家斉▲
								9 年 (1826)	4 月 家斉▲



























































































































































































の百人組の事例では、武具・捕り物道具がこれに相当する。供奉者それぞれが御目見の場 は、そ 役職や立場にふさわしい道具をもて、自らを象徴的に飾り立てた である。　
見物人は、これらの視覚的な象徴を通じ、百人組をはじめ数多の

































	 「安永五年日光社参」 『栃木県史研究』 一六・一七。
久留島浩
	 一九八六





























































































































































































に っ こ う さ ん し
光山志　植
う え だ も う し ん


















































































ひ の す け か つ
野資勝　
　元和 2(1616) 正月〜寛永 16 年 (1639) 5 月







寛永年間 (1624 〜 44) の御
ご じ ん き
神忌法会にも参向
























か な え ん ぎ
名縁起，5巻本の絵巻物 )
は，将軍家光に命じられた天海によって寛永 17年


















れ い へ い し





















　徳川家康の神格化は正保 2年 (1645) の宮号宣下により完成され，東照宮が成立した。以後，家康の命日であ




































































兵衛 ( 宝暦 3年〈1753〉〜安永 8年〈1779〉在職の信
の ぶ か
香 )
































じ ど り ず か ん









と く じ ら
次郎・古
こやましんでん
山新田・乙女 ( 以上，栃木県 )・栗橋・野田・
大門 ( 以上，埼玉県 ) に「御
お ち ゃ や ば
茶屋場」，大沢・小
お や ま
山 ( 以上，栃木県 )・王子 ( 東京都 ) の「元御










都宮 ( 栃木県 )・古
こ が
河 ( 茨城県 )・岩
いわつき
槻 ( 埼玉県 ) に
「御













お や く づ け












行された。寛文 3年 (1663) 以降の日光社参 ( 中止された文政 8年
〈1825〉分を含む )，および文化 11 年 (1814)・嘉永 3(1850)・元






































( 約 297メートル ) とある。図版 27・28も参照。
10 二
ふ た ら さ ん
荒山御


















ター，2001 年 ) を参照。当図書館所蔵本は，奥書によれば，



























































み こ し と ぎ ょ




り ん じ ご さ い れ い
時御祭礼とも呼ばれ，伊










































原正従　寛政 7 年 (1795)
   		（	「紅














































































































































りを拾おうとする様子も記す。図版は，巻上 (巻 2) から，巻頭の「日光山略絵図」













い は ら さ い か く
原西鶴













蔵する版本は，『家蔵日本地誌目録』(1927 年 ) の編者
高











さ ん じ ん










































































































ご よ う さ く
用作と東照宮祭礼の実見を果たした旅の

























め い せ き し
跡誌　鷹
たかはしよしたけ





































藤喜六が明和元年 (1764)8 月・文政 5年 (1822)8 月に，同町の大島久
きゅうべえ
兵衛が天保 11
年 2月，明治 23年 (1890)5 月に重版しており，大名・公家から町人・百姓にいたるまで広く流布することとなっ




て び き ぐ さ
引草 天保11年(1840) 2月(第3版)








本形式で寛政 2年 (1790)2 月に『日光山諸所案
内手引草』を出版した。以後，文政 5年 11 月，ついで版権
を大島久兵衛に移し天保 11年 2月に重版された。右の図版
は東照宮の部分。この天保の第 3版では彩色が加えられた。






































































能の開口 ( 巻 5)。
20 日















お こ な ん ど
小納戸頭
とうどり













書付留」( 巻 1〜 3)，
行列・祭礼の進行を書き留める「御















































尾島主殿頭が進む道順 ( 巻 14)。
尾島主殿頭が勤める社参役























































































面　天保 14 年 (1843) 3 月


























図　天保 14 年 (1843) 3 月
　3月 18 日の足並稽古でも上覧があった。大名・高家も加わり，2日よりも大規模である。供奉者




















う つ の み や
都宮御














城 ( 宿泊する城 ) となる岩槻城 ( 埼玉県さいたま市 ) および宇都宮城





















図　天保 14 年 (1843) 4 月
26 還















淵宿 ( 岩渕宿とも表記，東京都北区 ) と川
かわぐちじゅく














図　天保 14 年 (1843) 4 月
28 還
か ん ぎ ょ の せ つ
御之節房
ぼ う せ ん ふ な ば し き ん ば ん え ず
川船橋勤番絵図　天保 14 年 (1843) 4 月
　日光道中栗
くりはしじゅく




( 茨城県古河市 ) の間には，巨大河川利




川渡 ( 房川渡中田関所 ) と呼ばれ，荒川と同じように橋は架けられず，番所が置かれて不審者の江戸への
出入りが監視された。将軍が通行する際には船橋がかけられた。船橋は，普段は舟
しゅううん










お な り の せ つ
成之節喜





図　天保 14 年 (1843) 4 月
30 還
か ん ぎ ょ の せ つ
御之節喜





図　天保 14 年 (1843) 4 月




















や ま み ち し ゅ ご
道守護絵
え ず
図　天保 14 年 (1843) 4 月
32 宇













図　天保 14 年 (1843) 4 月












徳次郎宿 ( いずれも宇都宮市 ) の景観が描かれる。
24
33 宇






や ま み ち し ゅ ご
道守護絵
え ず
図　天保 14 年 (1843) 4 月
34 宇






や ま み ち し ゅ ご
道守護絵
え ず


















享保年間 (1716 〜 36) から始まる朝
ちょうせんしゅ































































ご さ ん ち ゅ う
山 中 五
ごじゅうのとうした





 　  天保 14 年 (1843) 4 月
36 日
にっこうしんきょうきんばんえず










ほ っ け ど う き ん ば ん え ず
華堂勤番絵図　天保 14 年 (1843) 4 月
　図版 37は慈






























































　  天保 8 年 (1837) 正月　5 巻 5 冊
　著者が日光山の史跡・故事・博物を絵入り











































































































に っ こ う さ ん ご さ ん け い の せ つ
光山御参詣之節森






































から同 15 年 (1844) 分の政務日誌の抄出で，貞
さだかつ
勝なる人
















桑宿 ( 栃木県日光市 ) から日光山に入った。その
道順・旅館を記す箇所では，これを「御
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あ お き た か よ し




天保年間 (1804 〜 44)，幕府代官支配の手
て つ け











































































その定義は必ずしも明確ではなく、これらを研究対象とする学問分野によって 微妙な違いがある。当館では、古地図を「近代的測量ならびに印刷術普及以前に作成された地図」 、絵図を「近世以前に作成された絵画的手法によって 物を表現した地図」と定義するとともに、基本的 は近世に作成された一枚ものの地図・絵図を対象に電子化してきたが、作業の進展にともない、冊子体になっている地図（地図帳形式 もの）の中の主要なものも電子化対象に加えている。　
これらの高精細画像は、当館の電子化資料のページの























































































































番号 史料表題〔著者・作成者〕 年代 点数 法量(cm) 請求記号
公開
画像
1 日光山修善雑記〔冷泉為景・伏原賢忠〕 慶安２(1649) 3冊  27.6× 19.5 ハ240- 70
2・41 日光山志〔植田孟縉〕 天保８(1837) 5冊  26.4× 18.0 ネ314-14
3 日野大納言資勝卿記〔日野資勝〕 元和２(1616)
-寛永16(1639)
6冊  27.0× 19.5 ヨ216- 98
4 東照大権現縁起 寛文６(1666)写 1冊  27.5× 19.7 175.935-To72
5 正徳日光例幣使 正徳５(1715) 1冊  26.7× 18.7 ヨ216-256
6 日光山図絵 1舗  67.9×153.0 ヨ150-162 有
7 日光御道中筋宿々里数 1冊  18.5×  8.9 ネ314- 15 有
8 供奉御役附 享保12(1727) 1冊   9.4× 16.3 ヨ216-179
9 安永中日光道中里数書 1冊  14.3× 21.3 ヨ219-182
10 二荒山御供記〔成島和鼎〕 安永5(1776)
(天保15-1844写)
1冊  23.6× 16.4 ネ308- 89
11 日光山御祭礼絵図 1冊  21.9× 18.2 ハ240-102
12 日光山詣の記〔藤原正従〕 寛政7(1795) 1冊  23.8× 16.8 ヨ216-175
13 日光御社参図誌〔竹村立義〕 文政元(1818) 3冊  26.5× 18.8 ネ308- 88
14 日本行程一目玉鉾〔井原西鶴〕 元禄２(1689) 4冊  25.8× 18.3 ネ310- 85
15 日光名勝記〔貝原益軒〕 正徳４(1714) 1冊  16.6× 11.5 ネ306-  6
16 日光拝覧文章〔柳塘山人〕 享和元(1801) 1冊  19.0× 13.5 ル185-836(乙) 有









19 日光山諸所案内手引草 天保11(1840)３版 1冊  15.6×  6.7 291.32-N73(図)
20 日光御参詣記〔尾島主殿頭〕 弘化２(1845) 15冊  14.7× 21.3 ヨ216-178
ヨ216-180
21 足並上覧之節控所絵図面 天保14(1843) 1舗  31.5× 39.7 ヨ150-223 有
22 日光御参詣足並御行列上覧之節御供方控所建
場・開場絵図
天保14(1843) 1舗  64.2× 83.8 ヨ150-167 有
23 日光御参詣岩槻御目見・御供開場所絵図 天保14(1843) 1舗  39.9× 53.3 ヨ150-165 有
24 日光御参詣宇都宮御目見・御供開場所絵図 天保14(1843) 1舗  40.0× 53.6 ヨ150-166 有
25 御成之節岩渕・川口仮橋勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.1× 74.5 ヨ150-170 有
26 還御之節岩渕・川口仮橋勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.1× 93.3 ヨ150-170 有
27 御成之節房川船橋勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.2×112.1 ヨ150-161 有
28 還御之節房川船橋勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.2× 92.8 ヨ150-161 有
29 御成之節喜沢村御固絵図 天保14(1843) 1舗  52.3× 74.2 ヨ150-168 有
30 還御之節喜沢村御固絵図 天保14(1843) 1舗  52.2× 74.4 ヨ150-168 有
31 宇都宮　壱之山伐透し山道守護絵図 天保14(1843) 1舗  52.1× 74.4 ヨ150-171 有
32 宇都宮　弐之山伐透し山道守護絵図 天保14(1843) 1舗  52.1× 93.1 ヨ150-172 有
33 宇都宮　三之山伐透し山道守護絵図 天保14(1843) 1舗  52.2×111.6 ヨ150-173 有
34 宇都宮　四之山伐透し山道守護絵図 天保14(1843) 1舗  52.2× 93.8 ヨ150-174 有
35 日光御山中五重塔下勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.1× 74.4 ヨ150-220 有
36 日光神橋勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.2× 74.5 ヨ150-164 有
37 日光御山中大師廟勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.1× 93.2 ヨ150-163 有
38 日光御山中常行堂・法華堂勤番絵図 天保14(1843) 1舗  52.0× 74.4 ヨ150-219 有
39 日光鉢石町入口小屋場絵図(日光那須衆小屋路
ノ図)
1舗  53.0× 73.6 ヨ150-156 有
40 日光東町 1舗  27.4× 39.3 ネ040-197 有
42 日光山行記〔久須美祐雋〕 天保９(1838) 1冊  21.2× 13.5 ネ308- 92




天保14(1843) 1冊  23.5× 16.3 ヨ216-213-58
45 天保令条 巻坤 文久３(1863)写 1冊  25.7× 18.1 322.15-Sa13
46 天保二たらの記〔青木敬義〕 天保15(1844) 2冊  23.2× 16.5 ヨ216-177
※史料はすべて筑波大学附属図書館所蔵。史料表題は外題および本図録で付した仮表題により示す。
　請求記号欄のうち，(乙)は中央図書館の和装古書(乙竹文庫)，(体)は体芸図書館の和装古書，(図)は図書館情報学
図書館の和装古書，とくに注記のないものは中央図書館の和装古書を示す。
　当図書館ウェブページ上で画像が公開されているものについては，公開画像欄に「有」と示した(平成21年9月現
在)。
ゟ
ゟ
ゟ
ゟ

